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Ⅰ．は じ め に

我々は2000年10月よりBrugadaシンポジウムボ

ランティアグループとして発足し，参加していただ

いた施設からの症例登録をいただき，随時データ

ベース作成を進めてきた．その後2002年より特発性

心室細動研究会（J-IVFS）へと発展し，より多くの症

例を登録いただいている．今回その一部をまとめ，

我が国におけるBrugada症候群の臨床像を検討した．

Ⅱ．症例の定義と登録

特発性心室細動研究会として25施設から101例の

Brugada症候群のデータを登録いただき，解析を進

めた（表1）．ここでBrugada症候群として登録され

た症例は心電図上，V1-V3誘導においてcoved型もし
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くはSaddle back型の典型的なST上昇を認める症例

である．失神発作もしくは心停止発作の既往を有す

る症例は有症候性，これらの症状をまったく有さな

い例を無症候性と定義し分類した．内訳として有症

候性のBrugada 症候群は 58症例，無症候性の

Brugada症候群が43症例であった．性別では有症候

性Brugada症候群が男性55例，女性3例と95％が男

性例で，無症候性Brugada症候群も男性38例と女性

4例で89％が男性であり男女比には有意差がなかっ

た（図1）．有症候性Brugada症候群の年齢は18～77

歳：平均年齢45.5歳であり，29歳未満4例，30～49

歳21例，50～69歳29例，70歳以上が4例という内

訳で，若年から壮年層の症例が圧倒的に多かった．

無症候性Brugada症候群では平均年齢55.6歳であ

り，年齢構成も有症候性Brugada症候群とほぼ同一

であった（図2）．

Ⅲ．有症候性Brugada症候群

有症候性Brugada症候群において症状やその他の

臨床データおよび電気生理学的データをさらに詳細

に検討した．症状としては失神を繰り返す頻度が高

く，24例（41％）が1回であるのに対し33例（57％）

が2回以上であった．また心停止発作については，

回答のあった26例中8例（30％）が心肺停止蘇生例で

あった（図3）．家族歴では回答のあった41例中家族

歴を有する症例は10例（24％）で，31例（76％）では

家族歴を有さなかった（図4）．また16例（28％）で心

房細動の合併が認められた．23例のホルター心電図

所見では10例（43％）にPVCが認められたが，その

数は非常に少なく，5例が1～10回/日で，10～100

回/日が4例，100回/日以上の症例は1例のみであっ

た（図5）．加算平均心電図は32例で施行されたが，

late potentialの判定では半数の16例（50％）で心室伝

導障害を示唆する陽性の所見が得られた（図6）．

Brugada症候群はその定義からも器質的心疾患を認

めず，26例で施行された心エコー図でも異常はまっ

たく認められなかった．薬物負荷試験は入院を条件
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に35例（60％）で行われた．ほとんどの例でピルジ

カイニドが投与され，26例（74％）でV1-V3のST上

昇の増悪を認めた（図7）．ただしPVCの出現や増悪

が認められたのは5例（14％）のみで，ST上昇の頻

度と比べて低く，ST上昇とPVC出現の機序が異な

る可能性を臨床的に示唆する所見とも考えられた

（図8）．EPSは51症例で施行され，41例（80％）で多

形性心室頻拍（VT）もしくはVFが誘発された（図9）．

治療としては我が国で植込み型除細動器（ICD）が

保険適応となる以前の症例も含まれていたことか

ら，ICD植込み47例（81％）に対して，11例（19％）

が薬物治療であった．ICD植込み例のうち14例

（30％）では薬物治療を併用しており，使用薬剤とし

てはIto抑制作用が比較的強いと考えられるジソピ

ラミドなどが投与されていた．

Ⅳ．無症候性Brugada症候群

失神発作を有さない，あるいはVTやVFを合併

していない無症候性Brugada症候群は計43例で，前

述のようにその性差，年齢構成でも若年から壮年の

男性が圧倒的に多くを占め，有症候性とほぼ同様で

あった（図1，2）．また家族歴に関しても有症候性と

まったく同一で3例（13％）にBrugada症候群の家族

歴を認めた（図4）．ホルター心電図所見では16例中

7例（44％）でPVCを認めたが，1～10回/日が3例，

10～100回/日が2例，100回/日以上は2例とPVCの

頻度も少なかった（図5）．加算平均心電図は23例で

施行され，late potential陽性を9例（39％）に認めた

（図6）．また主にピルジカイニドによるⅠ群抗不整

脈薬の負荷試験でも施行例24例中20例（83％）でST

上昇の増悪が認められた（図7）．これに比べて抗不

整脈薬によるPVC増悪が2例（8％）と少ないことも

有症候性の場合と同様であった（図8）．EPSは25例

で施行され，VTやVFの誘発を認めた症例は19例

（76％）であり，誘発性も有症候性と同様であった

（図9）．

以上よりBrugada症候群を有症候性と無症候性に

分類した場合，年齢・性別のみならず，家族歴，薬

物負荷試験の反応，VT・VFの誘発性に至るまで，

臨床像・電気生理学的指標すべてにおいて両群間に

大きな差を認めなかった．結局，唯一の違いは症候

性の定義となった失神発作や心肺停止発作の既往の

有無だけであり，このことから臨床像のみならず電

気生理学的背景としても両群は同一のグループであ

る可能性が明らかとなった．

Ⅴ．考察とまとめ

第1回の症例集積の結果，25の施設から計101例

のBrugada症候群の登録があり有症候性が58例，無

症候性が43例であった．臨床像として男女比，年齢

構成，家族歴ともにほぼ同一の構成であり，何ら両

群に差を認めなかった．このことから，現段階では

両群の臨床的背景はまったく同様である可能性が示

唆された．また電気生理学的各指標もどれ一つとし

て両群に有意の差はなく両群は電気生理学的背景も

同様の性質を有することが示唆された．このことは

Prioriら1），Kandaら2）の報告にもほぼ一致するもの

と考えられる．ただし，Ikedaら3）の報告のように加

算平均心電図の陽性率は有症候性Brugada症候群に

高い傾向を示した．以上，今回の検討から両群の唯

一の違いは症候性の定義となった失神発作や心肺停

止発作の既往の有無だけであり，その臨床的および

電気生理学的背景としては同一のものである可能性
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が強く示唆された．今後，さらに症例を積み重ね，

両群間を判別できる指標を明らかにすることを目指

したい．
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